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機能と運動耐容能の関係)

目軌我々はこれまでに心筋シンチグラフィの摩耗異常と心電図同期心肝シンチグラフィの

データから時間容碑曲農を用いて算出された左轟収縮槻確と左皇拡張繊能の揖耳から心・

妬虚血を評価できることを示した.また、心臨瞳菅披検査から算出された左皇故地指

耳に陣事がある症例では運動耐容能が低下していること糊昏されている。運動負荷虹より

心筋虚血が静発された碁会、一過性に左室堆能陣容を引き起こす掛軸Fついては十分に

明されていなn.しかし、心慮虚血が静発された齢に見られる一過性の左垂梯能陣事に

ついて臥収縮稚髄障事が負荷後の回復期に改賛して臓のに対して、拡職能障事が

帯食B日以上の長期間にわたり轟存することが報告されている。そ・こで、我々は運動負荷

心筋計ンチグラフイにより、運動耐容能と左塵抽鹿障事を同時に評価し、運動耐容能が左

宜機能掃標のいずれと関係が恥1か、またその関係が運動負荷により帝弟された心慮虚血

由連するか否力壇調べた.

方法:心電図同期負荷心筋計ンチグラフイ検査を行った。 Bruce牡を用いてトレッドむレ運動

負荷辞政を施行し、狭心症状の出現、心電園上の虚血性ST変化および目標心拍数への

到達執って運動終了とし虹連動負荷時間をMETs由加曲曲equivalen由に換算し、運動

耐容曲の指標とした。 6MBTs未満の負荷不十分症例は除外した。負荷終Tii:前に、テク

ネ坤A aT地租qを静脈授与し、 30分掛己負荷時盤を撮催した. 3時間後にテクネ坤ム

370旭qを追加投与し、 30分徒に安静時億を撮放し虹心慮虚血の静断は、負荷唾、安

静時の心榊筒を可視的に評価し、 filL-iiiを琵める唾例を虚血陰性とした.心拍一周期を

16分割したデータから専用のソフトを用いて時間容皇曲線を措き、その微分曲射.ら、走

査収縮機能パラメータLVEF、 PER、 TPB、 1/3EFと左室拡職能′甲メータ1/3FP、

1/3FR、 m、 TPFを算出した.ここで左宜収縮機能パラメータのLVEPは左宜駆出率、

瓶は左室長未駆出速度、 TPBは最大駆出に至る時間、 11細Fは113駆出串を示し、左

皇妃輔車能パラメータの1/3FFは1/3左皇充横車、 113甘Rは1/3左室充満時臥押Rは

最大左室充満速度、 TPFは最大左宜充満に至る時間を示す。

(備朝1・論文内容要旨臥研究の目的・方放・結果・考轟・♯静の順に和戦~し、宜干宇

経度でタイプ等で印字すること.

2. ※印の榊には取入しないこと。
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結果潤色患者45人中10人に心筋虚血を苛めた.全対象患者45例において、運動耐容

能は、負荷時及び安静時のいずれから罪出された左宜拡棚龍パラメータ1/3FR,PFB,

TPFとも相関を薗めた。 LhlL左童収緒権能Imいて臥負荷時及t牒静時から算出され

たいずれの左垂収締職能パラメータLVEF、 PBR、刑、 1/3EFも運動耐容能と相園しな

かった。虚血症例を除く35例の非虚血症例においても検討した。同様に.運動耐容龍は、

負荷時及び安静時のいず加から辞出された左皇妃茸機能パラメータl/SFRPFBjTPFとも

相関を瓢めた。しかし左童収緒機船的いて臥負荷時及由安静時から算出されたいずれ
t

の左畠収縮権能パラメ・丁タLVEF、 Pm、 TPB、 1/3EFも運動耐容龍と相関しなかった.

考轟:我々の研究では左皇妃茸触曲パラメータである1/3ER,門札TPFは、虚血の有無に

よらず浬動耐容髄と相聞することが示された.左心重の拡張相は、拡張早期のA肝を必要

とするエネルギー依存性の能動的左蛮地鍍過程と、拡張後期の心房収抽蛭依存し左蛮コ

ンプライアンスを反映する愛顧的過程と虹分類される。 1/3FRは拡張早期の拡張龍神額で

あり、 PFR,TPFは拡張早期と拡張後期の両方の拡弾能を反映すると考えられている。今回

の我々の検討では拡張早期と拡張後期のいずれの拡張髄醸事も運動耐容儀低下と関係し

ていると考えられる。左皇拡瑚能が運動耐容儀に関与する概括について牡十分明らかで

はない. 1』iL=れまでの報告から、連動負荷により肺動脈艶九匹が上昇し、息切れが生じ

ることで運軌耐容能が低下すること、左童流入圧が上昇することで宜童拡張放能障寮が生

じること、心拍数が増加すると産室拡張不全を引き起こし左蛮流入丑が輸少し心拍出丑が

由下して運動耐容能が低下すること、心不全による心筋のエネルギー代謝異常により酸素

供給が低下し、運動耐容髄が低下すること、運動による呼吸筋の筋力低下で運動耐容能が

低下すること、また年齢,肥満など胡崇以外の田子によって運動耐容能が低下することなど
l

もその機序として考えられる。今回我々杜、虚血症例と非虚血症例に関して同様の結果を

得たが、虚血症例に関しては虚血自体による直接の謝能の低下が開傭している可能性

もある。前述したように、心筋虚血による一過性の左童収縮機能障事は2時間以内早期に

回律するが、左宜拡張機能障害は2通園から散過間も魂軒柏とされてl唱。したがって一

過性の虚血により生じた拡張韓龍障事が親存して運動耐容能に影響を与えた可能性があ

る。しかし・蜘軌畦音波検査を用いた研究で、負荷前の左皇拡張抽能障事と塵軌耐容能と相

関を示唆する報告もある。.今回の我々の検討では、負荷後の左童抵張梯龍しか評価してい

ないので、今後は負荷前の左室拡張杜絶の影響も含めてさらに検討していく必要があると

考えられる。

結翰:虚血性心疾患の有無に関わらず、左皇拡張機能障害推左査収箱機能賭事よりも運

動耐容儀の低下に関与することが示された。
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串研究では,輝賀医科大学附属病院で虚血性心境息を捷われた45名の患者を対義に心電圏同
l　　　　　　°

期溝助負荷心鮪シンチグラフィ換宜を行い.溝助櫛容能と畠軸舘辞書および心筋虚血との関

zmmi間EEF二間Ⅲ岩切9-??7 <{ frbft男　　眼BEEMSmヨ崇お円転田ゥH*cm*サ
°

,Mから.産室収縮権能の細帯として畠細出分画脚'最大駆出速度伊叫・希畑

出速度到達時間(TPB)を.畠虫拡軸能の指我として拡張早期u3充沸分固く岬,拡

張早期u3充満速度(173FR) ,長大充満遠慮(PFE) ,最大充沸速度到達時間(ウ肝F)を肝

掬したこまれ虚血の妙齢は一測柵所見から行った.

その癖果,以下の点を明らかにし酷.

0畠畠収縮幾齢指横と運輸耐容能との問に相関はなかった汎畠畠拡職能榊であるIttFR,

m. TPFと運動耐容能との間には有意な相関が駆められた・

功まねこれらの定盤紘職能柵と運動辞容儀との相即tも虚血の有無によらず絡められた.

棚文は、醜負荷心筋シンチグラフィで得られた左皇拡張堆龍猫額と連動耐容能との関連

層-oV^ffLVp　　巳jlfcfcゥ!**) !)㌔ Eココ　　鷹　　屈客層患連問　蘭　　(3kin

したので.樽士(医学)の学杜独文に伍するものと辞められた.

(稔字数5 3 8宇)
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